
(57)【要約】　　　　（修正有）

【目的】電話機の相手呼び出し方式を、第三世代のボタ

ン方式（第一世代＝交換手呼び出し方式，第二世代＝ダ

イヤル方式）から、第四世代にあたるディスプレイタッ

チ方式に変更することにより、電話機をインテリジェン

ト化する。

【構成】ボタン類を極力除き、電話機本体に全面ディス

プレイパネルを採用する。このパネル上に番号数字０～

９と各機能に対応したアイコンを表示する。各機能を実

現するには、指または付属のペンで画面上のアイコンを

押し、対応するウインドウを呼び出す。ウインドウ上の

指示に従うことで自動的に機能が実現される。特に相手

先に電話をかける場合、住所録データベースに登録して

おいて、これを検索し、対応する番号を押すことで実行

する。未登録の電話番号にかける場合は、パネル上の番

号数字を通常のように押す。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】番号、留守録等のボタンをすべて除き、全

面に及ぶ液晶パネルを採用した電話機。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、通信端末としての電話

機に新機能を多数追加するための実現法に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来の電話機では、電話の送信や留守

録、ＦＡＸ等の機能を実現するために、電話機上に配置

された、それぞれのボタンを押していた。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】従来の電話機は新機能

の追加ごとに、それに対応するボタンが新しく設置され

てきた。その結果、最近では電話機上のボタン配置は物

理的に限界に近づいており、これ以上のボタン数の増加

は望めない。つまり、現在の＂ボタン追加方式＂では新

機能の追加は、ある一定以上は不可能という根本問題が

存在した。

【０００４】また、最近の電話機に付与された各機能

は、マニュアルを見つつ複数のボタンを操作して実現す

ることが通例となっている。このために、一般の家庭で

は操作のややこしい機能の使用は敬遠されるという問題

点があった。

【０００５】さらに、最近の電話機に設置されたデータ

送受信用の液晶パネル画面は小さすぎて、実用的な諸機

能を実現するには不便であるという問題点があった。

【０００６】本発明は、電話機に＂ボタン追加方式＂と

はまったく異なる＂液晶パネル方式＂を採用して、上記

【０００３】、

【０００４】、

【０００５】の三つの課題の根本的解決を図ることを目

的としている。

【０００７】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に、本発明の電話機においては物理的なボタンをすべて

除き、本体全面に液晶パネルディスプレーを採用し、こ

の画面上に各数字番号０～９や各機能に対応したアイコ

ンを表示する。

【０００８】そして、下記の作用を実現するため、本発

明の電話機はワープロ並みの性能のハードウェア、及び

相応の作り付けのソフトウェアを装備する。

【作用】

【０００９】この電話機から電話をかけるには、指また

は付属の専用ペンで画面上の数字を通常のように押すこ

とで実行する。

【００１０】この電話機に付与された各機能を実現する

には、指または付属の専用ペンで画面上の対応するアイ

コンを押すことで開始する。

【００１１】この結果、その機能に対応したウインドウ

画面が表示される。後は、画面上の指示に従って、指ま

たは付属の専用ペンで操作をする。

【００１２】文字や記号を画面中に記入する必要がある

場合、その入力の手段は特定しない。銀行のＡＴＭのよ

うに画面中のひらがなボタンを押す方式でもよいし、電

子手帳方式でもよい。もちろん、手書きのペン入力方式

は必須である。

【００１３】最初のメニュー画面上にアイコンが並び切

れない場合は、当然、アイコンをスクロールするなり、

次のメニュー画面に表示するなりすればよい。実現法は

特定しない。

【００１４】

【実施例】実施例について図面を参照して説明すると、

図１は液晶パネル電話機の外観である。通常の電話機で

は番号数字ボタンが並んでいる位置にまで液晶パネルが

拡大されており、物理的なボタンの類は一切存在しな

い。

【００１５】図２は通常の状態での液晶パネルの表示例

である。機能アイコンが上半分に並んでおり、下半分は

普通の電話機の番号数字ボタンに対応する数字が並んで

いる。各機能を実現するためには、まずアイコンを押し

て、対応する機能ウインドウを呼び出すことから始め

る。考えられる諸機能としては、とりあえず＂従来の電

話機に付与された諸機能＂＋＂ワープロに付与された諸

機能（の一部分）＂程度でよかろう。電話をかける時に

は、ディスプレイ上のボタンを通常のように押すか、も

しくは住所録のアイコンを押して得られるウインドウの

中から相手先の電話番号を見つけ、その項目を押すこと

で実行する。

【００１６】将来的には、マルチメディアパソコンで実

現されている諸機能の一部やテレビ電話の機能も装備す

ることが可能である。

【００１７】図３は液晶パネル電話機の子機の外観であ

る。この場合、最初の画面は番号数字ボタンとメニュー

ボタンのみからなる。メニューボタンを押すと、次の画

面として諸機能アイコンの画面が表示される。諸機能は

親機と（連携しつつ）同等であると想定してよい。但

し、子機の場合、物理的に液晶パネル部分が小さいので

専用ペンが不可欠となる。

【００１８】図４は液晶パネル携帯電話機の外観であ

る。矢印の左側は携帯時、右側は使用時の様子である。

この場合も、最初の画面は番号数字ボタンとメニューボ

タンのみからなる。諸機能は通常の液晶パネル電話機と

同等であるが、専用ペンが不可欠である。

【００１９】

【発明の効果】本発明は、以上説明したように構成され

ているので、以下に記載されるような効果を奏する。

【００２０】上記のように構成された電話機には物理的

な作り付けボタンが皆無となる。これにより、（ボタン

が多数並んだ従来の電話機と比較して）デザイン的にす
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っきりした外観が得られる。

【００２１】この液晶パネル電話機に新機能を追加する

には、その機能に対応するアイコンを追加し、内容をウ

インドウで表現することにより実現できる。これによ

り、実質上、無限に新機能を追加し続けることが可能と

なる。

【００２２】液晶パネル電話機に付与された各機能の実

行、解除、消去等は、対応するウインドウ上の指示に従

うことにより（従来の＂ボタン組み合わせ方式＂に比べ

て）容易に実現できる。これにより、従来の情報家電で

よく見られた、いわゆる＂宝の持ち腐れ＂（付与機能が

使いこなせないこと）が軽減される。

【００２３】液晶画面が比較的大きいので、ウインドウ

上に表示された各操作の説明は丁寧にできる。これによ

り、電話機に付随した操作マニュアルは大幅に簡略化で

きる。

【００２４】マルチメディアパソコンや携帯情報端末な

みの新機能を追加することが可能となる。さらに、テレ

ビ電話や小型テレビの機能までも（少しの部品追加で）

実現できる。

【図面の簡単な説明】

【図１】液晶パネル電話機の親機の外観である。

【図２】液晶パネル電話機のパネル部の通常（初期）の

画面である。

【図３】液晶パネル電話機の子機の外観である。

【図４】液晶パネル携帯電話機の外観である。

【符号の説明】

１液晶パネル

２機能アイコン

３専用ペン

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

　

─────────────────────────────────────────────────────

【手続補正書】

【提出日】平成７年６月２０日

【手続補正２】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】全文

【補正方法】変更

【補正内容】

【書類名】　明細書

【発明の名称】　ディスプレイ電話機

【特許請求の範囲】

【請求項１】番号、留守録等のボタンを極力除き、全面

に及ぶディスプレイパネルを採用した電話機。ここで言

う＂極力＂とは次の意味である。原理的には＂総て＂と

同義であるが２、３の追加ボタンを付けることにより特

許逃れをする可能性を排除する目的でこの表現を採用し

た。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、通信端末としての電話

機に新機能を多数追加するための実現法に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来の電話機では、電話の送信や留守

録、ＦＡＸ等の機能を実現するために、電話機上に配置

された、それぞれのボタンを押していた。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】従来の電話機は新機能

の追加ごとに、それに対応するボタンが新しく設置され

てきた。その結果、最近では電話機上のボタン配置は物

理的に限界に近づいており、これ以上のボタン数の増加

は望めない。つまり、現在の＂ボタン追加方式＂では新

機能の追加は、ある一定以上は不可能という根本問題が

存在した。

【０００４】また、最近の電話機に付与された各機能

は、マニュアルを見つつ複数のボタンを操作して実現す

ることが通例となっている。このために、一般の家庭で

は操作のややこしい機能の使用は敬遠されるという問題

点があった。

【０００５】さらに、最近の電話機に設置されたデータ

送受信用の液晶パネル画面は小さすぎて、実用的な諸機

能を実現するには不便であるという問題点があった。

【０００６】本発明は、電話機に＂ボタン追加方式＂と

はまったく異なる＂ディスプレイ表示方式＂を採用し

て、上記

【０００３】、

【０００４】、
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【０００５】の三つの課題の根本的解決を図ることを目

的としている。

【０００７】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に、本発明の電話機においては物理的なボタンを極力

（理想的には総て）除き、本体全面にディスプレイパネ

ルを採用し、この画面上に各数字番号０～９や各機能に

対応したアイコンを表示する。

【０００８】そして、下記の作用を実現するため、本発

明の電話機はワープロもしくは電子手帳、携帯情報端末

並みの性能のハードウェア、及び相応の作り付けのソフ

トウェアを装備する。

【作用】

【０００９】この電話機から電話をかけるには、指また

は付属の専用ペンで画面上の数字を通常のように押すこ

とで実行する。

【００１０】この電話機に付与された各機能を実現する

には、指または付属の専用ペンで画面上の対応するアイ

コンを押すことで開始する。

【００１１】この結果、その機能に対応したウインドウ

画面が表示される。後は、画面上の指示に従って、指ま

たは付属の専用ペンで操作をする。

【００１２】文字や記号を画面中に記入する必要がある

場合、その入力の手段は特定しない。銀行のＡＴＭのよ

うに画面中のひらがなボタンを押す方式でもよいし、電

子手帳方式でもよい。もちろん、手書きのペン入力方式

でもよい。

【００１３】最初のメニュー画面上にアイコンが並び切

れない場合は、当然、アイコンをスクロールするなり、

次のメニュー画面に表示するなりすればよい。実現法は

特定しない。

【００１４】

【実施例】実施例について図面を参照して説明すると、

図１は液晶パネル電話機の外観である。通常の電話機で

は番号数字ボタンが並んでいる位置にまで液晶パネルが

拡大されており、物理的なボタンの類は一切存在しな

い。

【００１５】図２は通常の状態での液晶パネルの表示例

である。機能アイコンが上半分に並んでおり、下半分は

普通の電話機の番号数字ボタンに対応する数字が並んで

いる。各機能を実現するためには、まずアイコンを押し

て、対応する機能ウインドウを呼び出すことから始め

る。考えられる諸機能としては、とりあえず＂従来の電

話機に付与された諸機能＂＋＂電子手帳に付与された諸

機能（の一部分）＂程度でよかろう。電話をかける時に

は、ディスプレイ上のボタンを通常のように押すか、も

しくは住所録のアイコンを押して得られるウインドウの

中から相手先の電話番号を見つけ、その項目を押すこと

で実行する。

【００１６】将来的には、マルチメディアパソコンで実

現されている諸機能の一部やテレビ電話の機能も装備す

ることが可能である。

【００１７】図３は液晶パネル電話機の子機の外観であ

る。この場合、最初の画面は番号数字ボタンとメニュー

ボタンのみからなる。メニューボタンを押すと、次の画

面として諸機能アイコンの画面が表示される。諸機能は

親機と（連携しつつ）同等であると想定してよい。但

し、子機の場合、物理的に液晶パネル部分が小さいので

専用ペンが不可欠となる。

【００１８】図４は液晶パネル携帯電話機の外観であ

る。矢印の左側は携帯時、右側は使用時の様子である。

この場合も、最初の画面は番号数字ボタンとメニューボ

タンのみからなる。諸機能は通常の液晶パネル電話機と

同等であるが、専用ペンが不可欠である。

【００１９】

【発明の効果】本発明は、以上説明したように構成され

ているので、以下に記載されるような効果を奏する。

【００２０】上記のように構成された電話機には、物理

的な作り付けボタンは原理上不必要になる。（もし何等

かの便宜上の理由で必要としても、比較的少数です

む。）これにより、（ボタンが多数並んだ従来の電話機

と比較して）デザイン的にすっきりした外観が得られ

る。

【００２１】この液晶パネル電話機に新機能を追加する

には、その機能に対応するアイコンを追加し、内容をウ

インドウで表現することにより実現できる。これによ

り、いくらでも新機能を追加し続けることが可能とな

る。

【００２２】液晶パネル電話機に付与された各機能の実

行、解除、消去等は、対応するウインドウ上の指示に従

うことにより（従来の＂ボタン組み合わせ方式＂に比べ

て）容易に実現できる。これにより、従来の情報家電で

よく見られた、いわゆる＂宝の持ち腐れ＂（付与機能が

使いこなせないこと）が軽減される。

【００２３】液晶画面が比較的大きいので、ウインドウ

上に表示された各操作の説明は丁寧にできる。これによ

り、電話機に付随した操作マニュアルは大幅に簡略化で

きる。

【００２４】マルチメディアパソコンや携帯情報端末な

みの新機能を追加することが可能となる。さらに、テレ

ビ電話や小型テレビの機能までも（少しの部品追加で）

実現できる。

【図面の簡単な説明】

【図１】液晶パネル電話機の親機の外観である。

【図２】液晶パネル電話機のパネル部の通常（初期）の

画面である。

【図３】液晶パネル電話機の子機の外観である。

【図４】液晶パネル携帯電話機の外観である。

【符号の説明】

１液晶パネル
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２機能アイコン ３専用ペン

　

─────────────────────────────────────────────────────

【手続補正書】

【提出日】平成７年７月２１日

【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】全文

【補正方法】変更

【補正内容】

【書類名】明細書

【発明の名称】　ディスプレイ電話機

【特許請求の範囲】

【請求項１】番号、留守録等のボタンを極力除き、全面

に及ぶディスプレイパネルを採用した電話機。ここで言

う＂極力＂とは次の意味である。原理的には＂総て＂と

同義であるが２、３の追加ボタンを付けることにより特

許逃れをする可能性を排除する目的でこの表現を採用し

た。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、通信端末としての電話

機に新機能を多数追加するための実現法に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来の電話機では、電話の送信や留守

録、ＦＡＸ等の機能を実現するために、電話機上に配置

された、それぞれのボタンを押していた。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】従来の電話機は新機能

の追加ごとに、それに対応するボタンが新しく設置され

てきた。その結果、最近では電話機上のボタン配置は物

理的に限界に近づいており、これ以上のボタン数の増加

は望めない。つまり、現在の＂ボタン追加方式＂では新

機能の追加は、ある一定以上は不可能という根本問題が

存在した。

【０００４】また、最近の電話機に付与された各機能

は、マニュアルを見つつ複数のボタンを操作して実現す

ることが通例となっている。このために、一般の家庭で

は操作のややこしい機能の使用は敬遠されるという間題

点があった。

【０００５】さらに、最近の電話機に設置されたデータ

送受信用の液晶パネル画面は小さすぎて、実用的な諸機

能を実現するには不便であるという問題点があった。

【０００６】本発明は、電話機に＂ボタン追加方式＂と

はまったく異なる＂ディスプレイ表示方式＂を採用し

て、上記の諸課題の根本的解決を図ることを目的として

いる。

【０００７】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に、本発明の電話機においては物理的なボタンを極力

（理想的には総て）除き、本体全面にディスプレイパネ

ルを採用し、この画面上に各数字番号０～９や各機能に

対応したアイコンを表示する。

【０００８】そして、下記の作用を実現するため、本発

明の電話機はワープロもしくは電子手帳、携帯情報端末

並みの性能のハードウェア、及び相応の作り付けのソフ

トウェアを装備する。

【作用】

【０００９】この電話機から電話をかけるには、指また

は付属の専用ペンで画面上の数字を通常のように押すこ

とで実行する。

【００１０】この電話機に付与された各機能を実現する

には、指または付属の専用ペンで画面上の対応するアイ

コンを押すことで開始する。

【００１１】この結果、その機能に対応したウインドウ

画面が表示される。後は、画面上の指示に従って、指ま

たは付属の専用ペンで操作をする。

【００１２】文字や記号を画面中に記入する必要がある

場合、その入力の手段は特定しない。銀行のＡＴＭのよ

うに画面中のひらがなボタンを押す方式でもよいし、電

子手帳方式でもよい。もちろん、手書きのペン入力方式

でもよい。

【００１３】最初のメニュー画面上にアイコンが並び切

れない場合は、当然、アイコンをスクロールするなり、

次のメニュー画面に表示するなりすればよい。実現法は

特定しない。

【００１４】

【実施例】実施例について図面を参照して説明すると、

図１はディスプレイ電話機の外観である。通常の電話機

では番号数字ボタンが並んでいる位置にまでディスプレ

イ１が拡大されており、物理的なボタンの類は一切存在

しない。

【００１５】図２は通常の状態でのディスプレイ部の表

示例である。機能アイコン２が上半分に並んでおり、下

半分は普通の電話機の番号数字ボタンに対応する数字が

並んでいる。各機能を実現するためには、まずアイコン

を押して、対応する機能ウインドウを呼び出すことから

始める。考えられる諸機能としては、とりあえず＂従来

の電話機に付与された諸機能＂＋＂電子手帳に付与され

た諸機能（の一部分）＂程度でよかろう。電話をかける

時には、ディスプレイ上のボタンを通常のように押す

か、もしくは住所録のアイコンを押して得られるウイン

ドウの中から相手先の電話番号を見つけ、その項目を押

すことで実行する。

【００１６】図３はディスプレイ電話機の子機またはデ

ィスプレイＰＨＳまたはディスプレイ携帯電話機の外観
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である。この場合、最初の画面は番号数字ボタンとメニ

ューボタンのみからなる。メニューボタンを押すと、次

の画面として諸機能アイコンの画面が表示される。諸機

能は親機と（連携しつつ）同等であると想定してよい。

但し、子機の場合、物理的に液晶パネル部分が小さいの

で専用ペンが不可欠となる。

【００１７】図４は別のタイプのディスプレイＰＨＳま

たはディスプレイ携帯電話機の外観である。矢印の左側

は携帯時、右側は使用時の様子である。この場合も、最

初の画面は番号数字ボタンとメニューボタンのみからな

る。諸機能は通常の液晶パネル電話機と同等であるが、

専用ペンが不可欠である。

【００１８】図５は将来のディスプレイ電話機の外観で

ある。図１のディスプレイ電話機との相違は、ディスプ

レイ部が開閉式になっていて、開いた状態では、上下の

２つの独立したディスプレイパネルが利用できる点にあ

る。

【００１９】図６は将来のディスプレイＰＨＳまたはデ

ィスプレイ携帯電話機の外観である。図４のディスプレ

イ携帯電話機との相違は、ディスプレイ部が開閉式にな

っていて、開いた状態では、上下の２つの独立したディ

スプレイパネルが利用できる点にある。

【００２０】

【発明の効果】本発明は、以上説明したように構成され

ているので、以下に記載されるような効果を奏する。

【００２１】上記のように構成されたディスプレイ電話

機には、物理的な作り付けボタンは原理上不必要にな

る。（もし何等かの便宜上の理由で必要としても、比較

的少数ですむ。）これにより、（ボタンが多数並んだ従

来の電話機と比較して）デザイン的にすっきりした外観

が得られる。

【００２２】このディスプレイ電話機にメーカー側が新

機能を追加するには、その機能に対応するアイコンを追

加し、内容をウインドウで表現することにより実現でき

る。これにより、いくらでも新機能を追加し続けること

が可能となる。

【００２３】ディスプレイ電話機に付与された各機能の

実行、解除、消去等は、対応するウインドウ上の指示に

従うことにより（従来の＂ボタン組み合わせ方式＂に比

べて）容易に実現できる。これにより、従来の情報家電

でよく見られた、いわゆる＂宝の持ち腐れ＂（付与機能

が使いこなせないこと）が軽減される。

【００２４】ディスプレイ画面が比較的大きいので、ウ

インドウ上に表示された各操作の説明は丁寧にできる。

これにより、電話機に付随した操作マニュアルは大幅に

簡略化できる。

【００２５】マルチメディアパソコンや携帯情報端末な

みの新機能を追加することが可能となる。さらに、テレ

ビ電話や小型テレビの機能までも（少しの部品追加で）

実現できる。

【図面の簡単な説明】

【図１】ディスプレイ電話機の親機（タイプＩ）の外観

である。

【図２】ディスプレイ電話機タイプＩのパネル部の通常

（初期）の画面である。

【図３】ディスプレイ電話機の子機、ディスプレイＰＨ

Ｓ、ディスプレイ携帯電話機（タイプＩ）の外観であ

る。

【図４】タイプＩＩのディスプレイＰＨＳまたはディス

プレイ携帯電話機の外観である。

【図５】ディスプレイ電話機の親機（タイプＩＩ）の外

観である。

【図６】タイプＩＩＩのディスプレイＰＨＳまたはディ

スプレイ携帯電話機の外観である。

【手続補正２】

【補正対象書類名】図面

【補正対象項目名】全図

【補正方法】変更

【補正内容】

【図２】 【図６】
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【手続補正書】

【提出日】平成７年１１月１７日

【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】全文

【補正方法】変更

【補正内容】

【書類名】　明細書

【発明の名称】　ディスプレイ電話機

【特許請求の範囲】

【請求項１】番号、留守録等のボタンを極力除き、全面

に及ぶディスプレイパネルを採用した電話機のうち、図

１で示したタイプＩの家庭用もしくは業務用の電話機。

ここで言う＂極力＂とは次の意味である。原理的には

＂総て＂と同義であるが２、３の追加ボタンを付けるこ

とにより特許逃れをする可能性を排除する目的でこの表

現を採用した。

【請求項２】番号、留守録等のボタンを極力除き、全面

に及ぶディスプレイパネルを採用した電話機のうち、図

３で示したタイプＩの家庭用子機、または携帯電話機、

またはＰＨＳ。ここで言う＂極力＂とは次の意味であ

る。原理的には＂総て＂と同義であるが２、３の追加ボ

タンを付けることにより特許逃れをする可能性を排除す

る目的でこの表現を採用した。

【請求項３】番号、留守録等のボタンを極力除き、全面

に及ぶディスプレイパネルを採用した電話機のうち、図

４で示したタイプＩＩの家庭用もしくは業務用の電話

機。ここで言う＂極力＂とは次の意味である。原理的に

は＂総て＂と同義であるが２、３の追加ボタンを付ける

ことにより特許逃れをする可能性を排除する目的でこの

表現を採用した。

【請求項４】番号、留守録等のボタンを極力除き、全面

に及ぶディスプレイパネルを採用した電話機のうち、図

５で示したタイプＩＩの家庭用子機、または携帯電話

機、またはＰＨＳ。ここで言う＂極力＂とは次の意味で

ある。原理的には＂総て＂と同義であるが２、３の追加

ボタンを付けることにより特許逃れをする可能性を排除

する目的でこの表現を採用した。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、通信端末としての電話

のかけかたを第三世代（第一世代＝交換手による呼び出

し。第二世代＝ダイヤル方式。第三世代＝ボタン方

式。）から第四世代（＝ディスプレイタッチ方式）へと

進化させ、且つ、電話機に新機能を多数追加するための

実現法に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来の電話機では、電話の送信や留守

録、ＦＡＸ等の機能を実現するために、電話機上に配置

された、それぞれのボタンを押していた。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】従来の電話機は新機能

の追加ごとに、それに対応するボタンが新しく設置され

てきた。その結果、最近では電話機上のボタン配置は物

理的に限界に近づいており、これ以上のボタン数の増加

は望めない。つまり、現在の＂ボタン追加方式＂では新

機能の追加は、ある一定以上は不可能という根本問題が

存在した。

【０００４】また、最近の電話機に付与された各機能

は、マニュアルを見つつ複数のボタンを操作して実現す

ることが通例となっている。このために、一般の家庭で

は操作のややこしい機能の使用は敬遠されるという問題

点があった。

【０００５】また、最近は一人の人間が（家庭、職場、

携帯電話等）複数の電話番号を有する時代になった。こ

れをいちいち記憶、メモしておいて一つずつ番号を押し

ていくのは手間と時間がかかるという難点がある。

【０００６】さらに、最近の電話機に設置されたデータ

送受信用の液晶パネル画面は小さすぎて、実用的な諸機

能を実現するには不便であるという問題点があった。

【０００７】本発明は、電話機に＂ボタン迫加方式＂と

はまったく異なる＂ディスプレイ表示方式＂を採用し

て、上記の諸課題の根本的解決を図ることを目的として

いる。

【０００８】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に、本発明の電話機においては物理的なボタンを極力

（理想的には総て）除き、本体全面にディスプレイパネ

ルを採用し、この画面上に各数字番号０～９や各機能に

対応したアイコンを表示する。

【０００９】そして、下記の作用を実現するため、本発

明の電話機は携帯情報端末並みの性能のハードウェア、

及び相応の作り付けのソフトウェアを装備する。

【作用】

【００１０】この電話機に付与された各機能を実現する

には、指または付属の専用ペンで画面上の対応するアイ

コンを押すことで開始する。

【００１１】この結果、その機能に対応したウインドウ

画面が表示される。後は、画面上の指示に従って、指ま

たは付属の専用ペンで操作をする。

【００１２】文字や記号を画面中に記入する必要がある

場合、その入力の手段は特定しない。銀行のＡＴＭのよ

うに画面中のひらがなボタンを押す方式でもよいし、電

子手帳方式でもよい。もちろん、手書きのペン入力方式

でもよい。

【００１３】最初のメニュー画面上にアイコンが並び切

れない場合は、当然、アイコンをスクロールするなり、

次のメニュー画面に表示するなりすればよい。実現法は

特定しない。
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【００１４】

【実施例】実施例について図面を参照して説明すると、

図１はディスプレイ電話機の外観である。通常の電話機

では番号数字ボタンが並んでいる位置にまでディスプレ

イ１が拡大されており、物理的なボタンの類は一切存在

しない。

【００１５】図２は通常の状態でのディスプレイ部の表

示例である。機能アイコン２が上半分に並んでおり、下

半分は普通の電話機の番号数字ボタンに対応する数字が

並んでいる。各機能を実現するためには、まずアイコン

を押して、対応する機能ウインドウを呼び出すことから

始める。考えられる諸機能としては、とりあえず＂従来

の電話機に付与された諸機能＂＋＂電子手帳に付与され

た諸機能（の一部分）＂程度でよかろう。電話をかける

時には、住所録のアイコンを押して得られる＂住所録デ

ータベースウインドウ＂の中で相手先の電話番号を検索

して見つけ、その項目を押すか、もしくはディスプレイ

上のボタンを通常のように押すことで実行する。

【００１６】図３はディスプレイ電話機の子機、または

ディスプレイＰＨＳ、またはディスプレイ携帯電話機の

外観である。矢印の左側は携帯時、右側は使用時の様子

である。この場合、最初の画面は番号数字ボタンとメニ

ューボタンのみからなる。メニューボタンを押すと、次

の画面として諸機能アイコンの画面が表示される。諸機

能は親機と（連携しつつ）同等であると想定してよい。

但し、物理的にディスプレイ部分が小さいので専用ペン

３が不可欠となる。

【００１７】図４は将来のディスプレイ電話機の外観で

ある。図１のディスプレイ電話機との相違は、ディスプ

レイ部が開閉式になっていて、開いた状態では、上下の

２つの独立したディスプレイパネルが利用できる点にあ

る。

【００１８】図５は別のタイプのディスプレイＰＨＳ、

またはディスプレイ携帯電話機の外観である。図３のデ

ィスプレイＰＨＳ、またはディスプレイ携帯電話機との

相違は、ディスプレイ部が開閉式になっていて、開いた

状態では、上下の２つの独立したディスプレイパネルが

利用できる点にある。

【００１９】

【発明の効果】本発明は、以上説明したように構成され

ているので、以下に記載されるような効果を奏する。

【００２０】上記のように構成されたディスプレイ電話

機には、物理的な作り付けボタンは原理上不必要にな

る。（もし何等かの便宜上の理由で必要としても、比較

的少数ですむ。）これにより、（ボタンが多数並んだ従

来の電話機と比較して）デザイン的にすっきりした外観

が得られる。

【００２１】このディスプレイ電話機にメーカー側が新

機能を追加するには、その機能に対応するアイコンを追

加し、内容をウインドウで表現することにより実現でき

る。

【００２２】ディスプレイ電話機に付与された各機能の

実行、解除、消去等は、対応するウインドウ上の指示に

従うことにより（従来の＂ボタン組み合わせ方式＂に比

べて）容易に実現できる。これにより、従来の情報家電

でよく見られた、いわゆる＂宝の持ち腐れ＂（付与機能

が使いこなせないこと）が軽減される。

【００２３】ディスプレイ画面が比較的大きいので、ウ

インドウ上に表示された各操作の説明は丁寧にできる。

これにより、電話機に付随した操作マニュアルは大幅に

簡略化できる。

【００２４】マルチメディアパソコンや携帯情報端末な

みの新機能を追加することが可能となる。さらに、テレ

ビ電話や小型テレビの機能までも（少しの部品追加で）

実現できる。

【図面の簡単な説明】

【図１】ディスプレイ電話機の親機タイプＩの外観であ

る。

【図２】ディスプレイ電話機の親機タイプＩのパネル部

の通常（初期）の画面である。

【図３】ディスプレイ電話機の子機、またはディスプレ

イＰＨＳ、またはディスプレイ携帯電話機タイプＩの外

観である。

【図４】ディスプレイ電話機の親機タイプＩＩの外観で

ある。

【図５】タイプＩＩのディスプレイＰＨＳ、またはディ

スプレイ携帯電話機の外観である。

【手続補正２】

【補正対象書類名】図面

【補正対象項目名】全図

【補正方法】変更

【補正内容】
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【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】


